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大倉山秋の芸術祭は、大倉山記念館を利用している団体、個人及び公募を含

め、記念館に於いて音楽、美術、芸能、講座などの発表をしている方々の交流

と研鑽のために、さらには港北区域の芸術文化の振興を図るために毎年一回文

化の日の前後に開催しています。 
今年度も、大倉山の商店街を拠点に活動する障害者支援団体「アート・メープ

ルかれん」の協力を頂き、障害者と地域の方々との共存にも着目して運営しま

した。 
送迎車運行は 4 年目となり、認知度も上がり、多くの来館者や参加者への利

用実績が作れたと思います。 
 

（事業の参加者・対象者の評価） 
送迎車の運行が少しづつ定着し、記念館や秋芸事務局に開催前から問い合わせが多くあ

った事は、認知度の高さが上がった事を示すと思われます。 
また、演示参加団体もイベントちらし内に「送迎あり」の文言を入れてくださっています。 
アートメープルかれんの利用者（障害者自身）制作による作品の展示に加えて、機材

を会場に持ち込んで制作の実演披露を行うなど、多くの来館者に興味と感心を持って

参加して頂きました。 
美術展部門では、個人参加に加えて、「グループ」での参加にも新規の参加団体が増

え、作品点数が非常に多くなりました。 
恒例となって来た「ギャラリー正面の飾付」も定着し、それを楽しみにおいでになる方

もおられました。 
 また、「絵画と共に映画鑑賞会を」と言う事で、ギャラリーにて映画鑑賞会を行いま

した。野外での演示活動と共に、好評を受けました。 

（事業実施（主催）団体の評価） 
本年度も「コロナ対策」を必要とする中での準備開催となり、演示団体数が常態に戻り

きらず、長期間の開催は難しい状況となり、急遽日程変更を余儀なくされました。 
また、送迎車の運行を 1 社にて行う事が難しく、2 社での運行となりましたが、運行そ

のものに影響はなく、認知度の上昇が実感できる形になりました。 
来場者数が昨年度より増え、コロナ禍で疲弊している市民の皆さんの心を癒すことに、

秋芸が役立ったものと、大変喜ばしく思っています。反面、美術展部門の個人参加者の減

少と高齢化が進んでおり、危機感を感じています。 

（今後の展望と課題） 
送迎車は、今後「秋芸の脚」から「地域の脚」へ、どのように定着させていくかが課題で

す。地域自治体、社会福祉協議会、町内会等へのさらなる働きかけが必要と思われます。  

また、運行の周知や発着場所の確保についても、地域の皆様のご協力が不可欠ですので、

連携強化が必要と思われます。 
また、予算の関係もあり、美術展期間中すべての日程で、運行することが出来ない事も

課題となります。 
美術展参加者との交流を深め人数を増加させる手立てとして、新たに「美術展説明会」

を開催するべきとの声もあり、検討課題です。 
来年度からは、演示部門・美術展部門それぞれに独立性を持たせることにより、活性化



を図る事も考えています。 
演示部門についても、野外での活動が定着し、地域住民の皆様のご理解も得ながら、多

くの方にご参加頂ける形を探っていきたいとおもいます。 
また、美術展部門と演示部門のコラボレーションもこれからの課題だと思います。 
 
今後こうした課題へ積極的に取り組むことにより、「大倉山秋の芸術祭」のさらなる発展

が望めると思われます。 
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